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め
に
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と
『
日
本
外
史
』

三
、
計
画
の
な
い
旅

四
、
西
遊
中
の
漢
詩
の
評
価

五
、
西
遊
中
の
漢
詩
の
特
色

六
、「
西
遊
詩
巻
」
の
価
値

七
、
耶
馬
渓
の
発
見

Ⅱ
章　

西
遊
す
る
頼
山
陽
と『
杜
韓
蘇
古
詩
鈔
』

一
、
い
か
に
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詩
材
を
貯
え
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か
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頼
山
陽
の
漢
詩
／
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原
一
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青
何

在
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／
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古
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に
つ
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に

二
、
広
江
殿
峰
の
生
涯
と
人
と
な
り

三
、
山
陽
と
殿
峰
の
出
会
い

四
、
下
関
で
の
山
陽
と
殿
峰

五
、
殿
峰
の
死
と
そ
の
後

六
、
お
わ
り
に

　

附　
　

録

１　

探
訪
・
京
都
の
漢
学

一
、
は
じ
め
に
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そ
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下
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、
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丈
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四
、
山
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闇
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と
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門
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派

五
、
伊
藤
仁
斎
と
貝
原
益
軒

六
、
石
田
梅
岩
の
心
学

七
、
経
学
と
詩
文
の
分
離

八
、
寛
政
異
学
の
禁
と
考
証
学

九
、
海
保
青
陵
と
頼
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陽

十
、
お
わ
り
に
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影
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附
『
山
陽
先
生
真

蹟
西
遊
詩
』
跋
文

主
要
参
考
文
献

初
出
一
覧

あ
と
が
き

【
著
者
略
歴
】
一
九
六
三
年
鳥
取
県
生
ま
れ
。
一
九
九
〇
年
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
文
芸
・
言
語
研
究
科
（
各
国
文
学
専
攻
）
満
期
退
学
。
筑
波
大
学

助
手
、
下
関
市
立
大
学
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
現
在
、
京
都
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授
。﹇
著
書
﹈『
読
み
継
が
れ
る
史
記
―
―
司
馬
遷
の
伝
記
文
学
』（
塙

書
房
、
二
〇
一
二
年
）、『
徐
文
長
』（
共
著
、
白
帝
社
、
二
〇
〇
九
年
）、『
唐
寅
』（
共
著
、
白
帝
社
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。

二
〇
〇
年
前
、
九
州
を
旅
し
た
文
人
・
頼
山
陽
。

「
雲
か
山
か
呉
か
越
か
」
で
人
口
に
膾
炙
す
る

「
泊
天
草
洋
」
ほ
か
多
数
の
詩
を
作
っ
た
。
そ

の
初
案
等
を
揮
毫
し
た
墨
蹟
淋
漓
の
漢
詩
紀

行
「
西
遊
詩
巻
」
に
、
そ
の
文
人
墨
客
の
交

往
と
山
紫
水
明
の
風
光
を
た
ず
ね
る
。

（
京
都
教
育
大
学
教
授
）
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